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研究論文 中国語時事作文について

―一日本語との対照から見た特徴・誤用―― (I)

藤 田 昌 志

分析野作沢悟吋事作文的特征与渓用情況

一与日活相対照対其特征和渓用逃行分析―

僻 Nll

本文什対母活力 日悟的沢悟学コ者,分 析其葛作沢悟吋事作文的特征埼

渓用情況。本文的独含J性在千与日悟相対照対其特征和渓用逃行分析。一宣

以来,与 一般的沢悟作文相しヒ,沢悟吋事作文荘度更大,大 学深程等也没有

教授与此相美的内容。今后,在客規的分析研究的基硼上,鹿 升没洪悟吋事

作文的深程。若本文可以成力其基硼研究之一,実 乃栄幸之至。本文采用的

用例和渓用例来 自 《周刊中国悟世界》(日 中通信社 )〈 日文中澤沸座〉的恥
28(1998.10。 15日 号 )～ NO.319(2004。 9.30日 号 )。 (用 例等最后括号内的

数字表示刊登的NO.。 )本 文分力両部分逃行分析和沿述 :2.与 日悟相対照看
沢悟吋事作文的特征,3。 与 日悟相対照看沢悟吋事作文的渓用。

1.序

本稿は日本語を母語とする中国語学習者の中国語時事作文の特徴を明ら力ヽ こし、誤用について分

析するものである。日本語との対照からその特徴を明ら力ヽ こし、誤用について分析するところに本

稿のオリジナリティーが存在する。従来、中国語時事作文は一般の中国語作文に比べて難しいこと

もあり、大学の授業等ではあまり行われてこなかった。今後は客観的分析、研究のもとに中国語時

事作文の授業も行うべきであろう。本稿がその基礎研究の一つになれば幸いである。

本稿で扱った用例、誤用例は、『週刊中国語世界』(日 中通信社)「 日文中訳調 のヽ 28(1998。 10。 15

日号)～恥■9(2004。 9。 30日 う によつた。 (用例等の最後の ( )付き数字は掲載NQを表現 )全

体を2。 日本語との対照から見た中国語時事作文の特徴について、と3。 日本語との対照から見た中国

語時事作文の誤用について、に分け分析、論述することにする。

まず、2.日本語との対照からみた中国語時事作文の特徴について、から始めることにする。

2。 日本語との対照から見た中国語時事作文の特徴について

全体は 2。 1「転換」関係の特徴、2。 2助日訳」関係の特徴、2。 3翻歯沢」関係の特徴、2.4その他の
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二重大学国際交流センター紀要 20H 第 6号 (通巻第 13号 )

特徴、に分かれる。:           :

2.1 障灘ヨ 関係の特徴

2.1口1 「名詞 (日 )→動詞 (中)」 の 障理姐

「転換」関係の特徴として、まず最初に挙げられるのは名詞 (日 )を動詞 (中)に転換する例で

ある。たとえば次のような例がある。

(1)学校嫌いを理由に長期欠席する不登校のパヽ中学生 (後mel(20)

→借口不喜欧学校,長期鉄深,不去学校的小学,初中生,～

「学校嫌い」は “不喜欧学校"に 「不登校」は “不去学校"と訳されている。日本語の名詞 lN)

が動詞 lV)と して、また動艦詞的に訳されていると言える。

次のような例も同様に名詞 lNlを動詞 α)を使った形に訳している。「経済の活性化」→ “増強

経済的活力"(34)、 「失業者の吸収」→ “吸牧失立人員"(34)、 「肉親捜し」→ “尋我来人"(38)、 「ア

フリカ4カ 国公式訪問」→ “正式坊同♯洲四国"(45)、 「アフリカなど発展途上にある第二世界諸国

との友好関係の発展」→ “和ヨ砂‖等友展中的第三世界国家加深友好美系"に5)、 「中国からアフリカ

諸国への経済援助」→ “中国向ヨリ‖ヽ国家提供径済援助"に5)、 「米軍横田基地の返還」→ “月述横田

美国軍事基地"(53)、 「空路」→ “坐聰肛'(57)、 晴 エネ」→ “市豹能源"(58)、 「中国訪問」→ “坊

同中国"(59)、 「企業の相継ぐ採用抑制」→ “企並継銭控制雇用"87)、 「内政干渉」→ “干渉内政"

03)、 「0ヾンダの)生′自難城iの割り出し」→ `聯定熊猫栖′割卿明'(107)。 もつとも名詞 lNlを意

味的に「形容詞 Odj。 )の否定形に転換して「改革の難航」→ “改革避展井不ナ1頂利"に7)とする場

合もある。また「外国人の立ち入り (を禁止する)」 の場合は “(一蜘 外国人逃入"(33)とな

り、主語である “外国バ 'が “逃入"の前に来る。

2.1口2 隈 身 (日 )一リト受身 (中)」 への 障理姐

次の「転換」関係の特徴は「受身 (日 )→非受身 (中 )」 という型が存在することである。

(2)地球の平均気温は19世紀末以降の100年間で0.3～ 0。 6度上昇したと推定されている。原因

は、大気中の二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの濃度上昇だとみられている。 (29)

→地球的平均気温在19世究以后的10に再ゴ可,倍汁抑 。3到 0。 6度。人イl]決力気温上升的

原因主要是大気戻里含有的二気化破和沼気等有暖室敷果的気体的液度的上升。
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動作主中心表現を好む中国語では「家族計画国際協力事業団の加藤シヅエ会長 (101歳)に、中国

から、第3回中華人口賞が贈られた。」→ “中国政府将第3届中学人口業授与家庭汁剣国隔肋力財囲的

加藤静江会検 (101夢 )。 "(36)、 「小泉首相は朱首相から「～」と言われていた。」→ “朱′忠理也向小

泉首相表示悦:“、Э" "(181)と表現する。

受身形 (日 )が名詞を修飾する場合も次のように非受身 (中)表現となることがある。「最新式の

音響設備や照明が増設された広場」→ “増没了最新式音噛和照明没各的声場"08)、 「中国四川省の

パンダ保護研究センターで飼育されているパンダの「一号」→ “在中国四川省的熊猫保押研究中心

里璽菱的熊猫 “―号""(76)。 日本語は間接的表現を好むが中国語は直接的表現を好むということで

あろう力ヽ         :
同じ日本語の受身でも (36)や (181)では中国語で動作主中心表現となり、08)や (76)では

中国語で直接的表現 (意訳的な非受身表功 となっている。(36)や (181)のような動作主中心表

現への転換としては、他に「気象庁から、九州から関東地方にかけてのサクラの開花予想が発表さ

墨と。」→“気象庁友表了炊九洲到美京地方櫻花升花的預扱"(52)、 「7月 12日 に明ら力ヽこされた党・

政府指導部人事綱領によると、～」→ “据七月十二日,中国友表的一項党和政府飯早部的人事鋼頷

豆示。～"(120)、 「若い女性のほか、子供の運動会などの時などに、ビデオカメラやデジタルカメ

ラ、交換用電池を入れるのに便利と、30～40代の男性にも重宝がられている。」→ “除了年軽的女性

以外,連30、 40夢的男性也非常愛用,～ "(191)。 という例がある。(120)では、日本語にはない

動作主 “中国"が中国語訳で付加されている。C8)や (76)のような直接的表現、意訳的な非受身

表現となっている転換としては、他に「12月 20日午前0時 (日 本時間同1囀 、マカオが442年ぶりに

ポルトガルから中国に返還された。」→ “12月20日凌震零吋 (日本吋同1点 ),澳鰐 脱葡萄牙的統治

回月中国。"02)がある。 (また、混合型もある。「現在、中国で乗用車を購入できるのはく外資系

企業の管理職、経営者など一音限こ限られている。」→ “日前在中国只有外資企立的管理人員或私人企

立的 レヾキ等小一部分人オ能賄要斬革。"(148)。 (148)の中国語では倒置された主語 (日 )を転換し

て述部とし、動作主を主語とし意訳的な非受身表現としている。動作主中心表現と直接的表現 (意

訳的な非受身表現)の混合型である。もつとも単なる動作主中心表現ではないので、その他に分類

してもいいであろう。)

2.1.3 言吾順の 臓灘超

更に「転換」関係の特徴として第二に、語順の転換が挙げられる。

(3)江沢民共産党総書記 (166)

→中国共声党′忠弔遍江洋民

)
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に)史上最悪の水準に膨らんでいる中国の財政赤字が～ (39)

→中国的財政赤字膨朕到房史最外的程度,～

(3)l■ABをBAの語順とする型である。「国際ビデオアート展「秋葉原Ⅳ匈3」 」→ ““秋叶原W●3"

的国隊景像芝木展"(201)も “的"が入つているが基本的には同じ型であろう。「人口増加率は戦後

最低の1.1%だった。」→ “人口増長率僕力1.1%,CJ造 了哉后刷氏的通景。イ(184)も文レベルである

力ヽ 朋→m型であろう。

に)は被修飾語「財政赤字」を中国語で主語とし、修飾部分 (日 )を 「動詞勁輛詢 (中)にした

ものである。日本語表現は英語の翻訳の影響もあり非修飾部分が一定程度、長くても許容されるが、

中国語では許容範囲が狭いことからこうした「主語名詞+動詞伽 等となるのであろう。「修飾語

」 (日 )は他に次のような語順 (中)に転換される例が見られた。「5月 8日 と10日 新潟県の

佐渡 トキ凩護センターで生まれた2羽のトキのひなの名前が～」→ “5月 8日和10日両只小朱鷺在新

汚具佐渡朱鷺保伊中心出生,～ "(119)、 「共産党、政府幹部の汚職が相次ぐ中国で、～」→ “現在

在中国,共声党和政府千部的食汚接連友生。"(127)、 「北京原人の頭骨化石発見で知られ、世界文化

遺産にも登録されている北京郊外の周口店遺跡が、～」→ “北京郊外的周口店遺述以友現 “北京原

人"的共蓋骨化石而同名,郷 び J入力世界文化遺声名単。"(159)。 それぞれ被修飾語部分の「2

羽のトキのひな」(119)や 「北京郊外の周口店遺跡」(159)が中国語訳では主語となり、修飾部分

の動詞である「生まれる」 (119)、 昧目次ぐ」 (127)、 「知られる ←有名である)」
「登録されている」

(159)が中国語では述部の動詞となっている。中国語が長い修飾語を嫌うために生じた語順の転換

の例であろう。14)の ような語順の転換は厳密には品詞の転換とも言えるものであるが、次のよう

な転換は動詞「成功する」を副詞 (中)に転換したものである。「中国は11月 21日 、甘粛省から打ち

上げた無人宇宙船の回収に成功した。」→ “十一月二十一日中国成功地回牧了炊甘粛省友射的元人宇

宙ヽ船"(88)、 「広印 ‖市の医療センターがこのほど、魚の角膜を男性の左目に移植する手術に

成功したと、8月 8日 付の香港各紙が伝えた。」→ “8月8日香港各扱扱道,声末省深洲市医庁中心成功

地把負的角膜移植到―位男性左眼晴,～ "(125)。 逆に中文日訳の際には、以前はこうした“成功地"

を「成功裡に」 (日 )と直訳風に訳した 休日浦 果 先生による)と 聞いたことがある。

次のような語順の転換も修飾関係の転換と言つてもよいものであるが、形容詞が修飾する形 (中 )

になつているのが今までのものとはちがう。剛膵勤潮該Jなのは、山東省を中心とした北部の一帯。」

→ “芦重的受実地区主要以山木省力主的隼北地区。"(165)直訳すれば 昭該Jな被害 (地困 」とな

る中国語に訳されている。

以上の「転換」関係の特徴には「非使役 (日 )→使役 (中 )」 が含まれていないが、このことにつ

いては3.日 ,本語との対照から見た中国語時事作文の誤用について、で述べることにする。また、「非

受身 (日 )→受身 (中 )」 は非常に少なく、「こうした活動は労使協調による育児支援の試みとして
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注目を集めそうだL」
→ “逮項活劫作力芳資双方共同育ノL的芸拭,杵会受到余人注目。"(232)と い

った例もあるにはあるが、「転換」の型と言えるほどの数ではなしゝ

2.2 励劇 関係の特徴

日本語との対照から中国語時事作文を見た場合、助口訳」関係の特徴を表す例としては次のような

ものがある。

(5)中国の密輸品は、麻薬や銃ばかりではなく自動車 パソコン、家電、フィルムなどおよそ

高関税を課している商品では例外なく流通しており、～ 144)

→中国的走私品不僕有毒品和栓械,也逐有汽牟、今人屯脳、家屯、肢巻等。逮些被深以高

美税的商品几乎元一例外地在市場上流通。

(5)は “逮些"と いう「指示代詞+不定量詞」が加訳された例があるが、“逮 例「)、 逮久、逮九、

逮今"が加訳される場合もあるし、“那就"“那久～就"と いった指示代詞と副詞が加訳される場合

もある力。「中国政府は公務員の給与を30%近くアップさせ、低迷している内需の拡大につなげるこ

とを計画している。」→ “中国政府汁剣把公各員的工資提高近百分之三十;由此拡大国内需求。"に6)

という“由此"が加訳されたり“因じヒ"が加訳されることもある。また「被災地ではトルコ各地の

救援隊のほか、日本を含む各国の救援隊による救援活動が続けられている。」→ “在実区,除了来自

土耳其各地的救援臥以外,包括日本在内的各国救援臥,都在継銭逃行救援活劫。"(75)のように“～

在内"が “包括ダと共起関係にあることから加訳される場合もある:

この他、「数詞 “一"+量詞」の加訳や「具体l■jの加訳、より言語習り貰上の理由が色濃し功日訳な

どがあるの。日本語を中国語に翻訳する際の一般的特徴であり、当然、中国語時事作文の場合にもあ

てはまることである。

次に、蹴 」関係の特徴に移ることにする。

2.3 「減訳」関係の特徴

蹴 」関係の特徴を表す例としては次のようなものがある。

(6)12年にわたり台湾の総統を務めてきた李登輝総統が3月 24日 、国民党の臨時中央委員会で

党主席の辞任を表明した。 (105)

→担任台湾″忠銃12年的李登輝,3月 24日在国民党lh吋中央委員会上辞去党主席
二取b

(7)10人以上も愛人がいたフィリピンのエス トラダ大統領は、「クリントン氏の女性の何人

↓

Ｈ

な

つ

非

て
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力ヽま、文句を言つているが、私の場合、だれも不平をいわない」と語つた。 (32)

→有十多今女情人的華律其埃斯特拉込′忠銃悦,“克林頓的女情人都対他不満意,礁我!没有

―令抱怨我的。"

(6)の 「～にわたり」はなくても問題はない表現である。「キャンペーンは6月 末まで続けられ、

テレビなどで市民に情報提供を呼びかけている。」→ “核送劫杵継銭到6月底,当局在屯祝上呼nf市

民提供有美開 。"(106)、 「成被告は1993年から95年に力ヽすて、職権を舌L用 し、総額に98万元の不正

な所得を得ていた。」→ “成克茶在1993年至1995年利用其取杖,渫取賄賂送■98万元。"(123)にお

ける (106)の 「(テ レビ)など」や (123)の 「195年)にかけて」もなくても問題はない表現であ

る ((123)の 「(95年)に力ヽ すて」は粗くは「
～まで」で代替できる)。 間接的表現を好む日本語の

特徴が現れたものと考えられるが中国語では減訳されて表現されている。

(7)の 「10人以上も」の「も」は「世間の識 より多いことを表す取り立て詞「も」であるが、

減訳されている。「でも」、「ぐらい」、「なん力」 といった取り立て詞や比況を表す「ようだ」、様態

を表す「そうだ」といった表現も減訳されることがある。。

2。 1「転換」関係の特徴で言及した (68)や (76)のような日本語で受身表現であるものが、中国

語で直接的表現 (意訳的な非受身表動 になる場合は、減訳関係の特徴に分類してもよいものであ

る。「中国の対日宣伝紙「中国画報」と「北京週報」の2誌 (共に日枷 が、今年限りで廃刊さ

れることになった。」→ “中国対日宣倍的“中国画扱"和 “北京周扱"余志都是日活版,今年杵停刊。"

(136)も 同じ種類のものである。

日本語表現より中国語表現の方が詳しく密であるときは言葉を付加したりしなければならない

0日訳)し、逆に日本語表現の方が詳しく密で、間接的表現である場合は言葉を削ったりしなけれ

ばならない (減訳)。 日本語表現と中国語表現を加減の関係で考えたとき、指示代詞、「数詞 “一"

十量詞」、「具体l■」などが中国語では日本語より、より詳しく表現され、取り立て詞「も」、「でも」、

「ぐらい」、「なん力可、比況を表す「ようだ」、様態を表す「そうだ」などは日本語では中国語より

詳しく表現されるということがある。時事中国語作文の際にもこうしたことに注意を払わなければ

ならない。

2.4 その他の特徴

その他の中国語時事作文の特徴として、日本語とそれに対応する中国語の関係が一対二 (または

多)の関係にある場合の特徴がある。主として語彙的な面での対応における特徴である。

(8)旅行会社では年末年始の旅行シーズンを前に格安ツアーを用意したり、ホームページで安

全をPRしているが、～ (187)
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中国語時事作文について

→各家旅行社員然在新年前后的逮段旅滸旺季,准各了特男J便宜的団体旅滸,逐在同更 卜宣

倍了安全性,～

(8)の 「旅行シーズン」は旅行会社の立場から言えば「旅滸旺季」であり、観光客の立場からす

れば「旅滸季市」である。この場合、旅行会社の立場からの表現となっている。「(サッカー等の)

熱戦を楽しむ」(211)は抽象的なもの (ex。 宅蹴ダ、“人生")を目的語とする “享受"ではなく、

具体的なもの (ex。 “酷哉")を 目的語とする “欣賞"を使用し、蹴 醐哉"と しなければならなしゝ

この種の特徴は多くの誤用が見られるので、次の誤用のところで詳しく述べることにする。

3.日本語との対照から見た中国語時事作文の誤用について

中国語時事作文の誤用について、3。 1日 本語とそれに対応する中国語の関係が一対二 (ま たは多

の関係にある場合の誤用、3.2「 i転換」関係の誤用、3.3助口訳」関係の誤用、3.4硼減訳」関係の誤

用、3。 5その他の誤用、の5つに分類して述べることにする。

3日1 日本語とそれに対応する中国語の関係が■対二 (または多)の関係にある場合の誤用

この種類の誤用は3。 1.1意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用、3。 1.2口 i語/文章語の違いに

よる誤用、3.1。 3動詞+目 的語の組み合わせ (7輌己")の違いによる誤用、3。 1.4その他の誤用、

に分類される。以下、一つ一つ見ていくことにする。

3.1.1 意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用

この誤用には次のような例がある。

(9)仙台市は19日 、195の市シ Jヽ中学校、養護学校、幼稚園すべての敷地内を来年度から全面

禁煙にすると発表した。 934)

19日 ,仙台市友表((D=多D炊明年升始在市立195所小学、初中、残疾人学校和幼几国里執

行全面禁畑。(注 :A((交 )B)ヤmをBに変えることを意味する。)

(10)200踏認月7日 は、手塚治虫さんの人気漫画「鉄腕アトム」の主人公アトムの誕生日。953)

200γ認月7日是手塚治虫所著各受欧迎的漫画 《鉄臀阿童木》中主人公阿童本的生日 ((交 )

澳 断 置 )。

(11)俄ちは)氷ノ点下30度の室内でバナナが凍っている様子を見て、驚きの声を上げていた。

1277)

他イ|]在零下30度的室内看了香蕉祢着的祥子,友出了聴昇 ((交)掠冴)的声音。
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0)は動詞「発表する」を “友表"とそのまま中国語にした誤用例である。「発表する」 (日 )は

中国語の “宣布"(曰謝い 法律などを)正式に発表する)、 “友表"((意見・声明・談話などを)発

表する)、
`公布"((政府の法律 0命令・通達や諸団体の通知を下般に知らせるために)公布する、

発表する)、 “表示"(∈課事0行動で思想・感情・態度・意見 。決心などを)表明するt表→ Dな

どと対応するが (9)の場合|ゴ山台市の正式な発表であるから “宣布"が適している。“友表"では

意見 0声明の公表に過ぎない。こうした動詞の意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用として他

には次のようなものがある。「(外国人)の教員を招く」→ “招聘 ((交)逆清)"(注 :堺ギ'は雇用

するという意味があるので不口 υ26)、 「(台風による)行方不明」→ “失踪 ((交)不落不明)"。 (注 :

“失踪"は「自主的に行方をくらますニュアンスがある」③ので不適)(228)、 「腐っていた (ズワイ

ガニ)」
→ “腐敗的 ((交)腐燈的)笙堪察加似石蟹"(注 :“腐敗"は政治、制度などが混乱、堕落

していることを表し、“腐だ 'は食物が腐るときに用いる。)(265)、 「(タマネギが豊作で収穫されず

に畑に)放置された」→ `1被～放置 ((交)被～去奔)。 "(注 :碗燿嚢"はただ「置く」だけで「放っ

て置く、捨て置く」という意味はなし、)(267)、 「(花火大会が)行われる」→ “実行 ((交)挙行)

(焔火大会)。 "(注 :計画などを “実行"し、花火大会などの活動を “挙行"する。)(317)亀

(10)は名詞の意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用である。キャラクターや偉人の誕生日の

ときは
“涎辰"を使用した方がいしゝ 「家族の問いかけに OM卒中の病人が)応じる」は “回答家族

((交)家人)的洵同。"(298)で ある (注 :血縁関係を基本に形成された社会組織は “家r'だが、

日本語の「家族」に相当するのは “家人つ し、「(警告音が鳴る)しくみ」は “(友出警告声的)整

造 ((交)没各)"(301)(注 :肺 、装置」の意味のしくみは “没各"で表すのが適当。)である。

「姿」→ “外形 ((交)神恣)"(305)、 「光景」→ “光景 ((交)景象)"(308)、 「(暫定的停止を表→

中陶 → “断絶 ((交)中断)"(注 :“断絶"は終わつてしまい、再開しないという意味を表→  (311)

などの場合にも、どのような名詞を使うかよく考える必要がある。時事中国語作文で使用される基

本語彙の意味、用法について今後、他の語との関係で明ら力ヽ こして提示していく必要がある。

(11)は形容詞 (中)の意味の違い、ニュアンスのき に`よる誤用である。“掠昇"は 「驚きの目

をみはる、意外に′思う」という意味で、“掠冴"は 「(不′凰議なことを見て)あつと驚く、一瞬わが

目を疑う」つという意味であるが、下般的な「驚く」という意味では “J献)を
多く用いる。この他、

形容詞 (中)の誤用としては以下のようなものがあった。「結婚式を行う環境が整っている～」→ “挙

行結婚典礼的不境整斉 ((交) 冬ヽ的)"979)(注 :彎勤干"は 「きちんとしている、整っている」。

ここでは「すべて揃つている」という意味の
ι
恭答

)を
使う方がいしゝ )、

「○○国なんかろくな裁判

もないし、～」→ “○○那全国家没有正径 ((交)正常)申半J,～"(304)(注 :“I膨ダ は人間の′性

質を形容するのに多く用いられ、やや否定的な意味を持っている。意味が中性な “正常"を使う方

がいしゝ )
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中国語時事作文について

副詞 (中)の意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用もある。「(ホ タルが)盛んに発光する」

→ “(萱火虫)秋板地 ((交 )キ舌剛 )麦ぜ (266)(注 :取榎 'は自ら進んで行動すること。“活妖"

は「生命等が活発である」ことを表す。)、
「道内1琵3日 、大雪になり、新千歳空港で欠航が相次ぐな

ど交通機関の乱れが続いた。」→ “北海道23日下了大雪,継銭 ((交)連数)友生新千夢机場相継停

班等,交通混乱。"(295)(注 :“継銭"は絶えず続く意嘱 “連紋"は次から次へとつながることを

表現 )、
「天候が回復したために同日夕に運航を再開した。」→ “同日傍晩天気恢夏后,I((交)オ

重新)升航。"(295)(注 :“再|は同じ内容の執 “重新"は結果が同じとは限らない。ex.“我没

瞬兄,清再悦一遍。"(よ く聞こえないよ、もう一回言つてくれない力⇒ “体的活有錯渓,清重新悦一

遍。"(間違ってるよ、もう一回繰 り返してくれない力⇒③
。

以上は意味の違い、ニュアンスの違いによる誤用であるが、次の誤用 として、口評 文章語の違い

による誤用がある。

(Ⅱ に続く。 )

[i封

1)「転換」とは品詞の転換 (ex。 名詞→動詞)、 受身文→非受身文、非使役文→使役文のような、二言語間

で行われる操作のことを指すし助厭」とは「ある言語Mヽら他の部 に翻訳を行う:陽合、言群訊にはな

い、ある種の語が付加される場合の翻訳」のことを、脚 」とは「その表現が認 では明示的 (explicit)

であるのに調 では非明示的 (implicit)で あるのが通常の姿である場合に行われる操作」のことを

指す
`助

晰む「減訳」は表裏の関係にある。詳しくは拙著 0007)『日中対照表現論』(白帝社刊)を参

照のこと。

2)藤田 0007)pp。 4-9

3)藤田 0007)pp.1-19

4)藤田 0007)pp.22-31

5)伊地智編 2002)

6)「 日文中訳細 NO。 228の講評による。

7)伊地智編 (2002)p.69o

8)『週間中国語世界』NO。 295「 日文中訳講座」の講評。他の場合も特にことわりがない限り、「日文中訳講

座」の講評によつている。

[引用文献・老葬税螂開

1)藤田昌志 0007)『 日中対照表現論 付 :中国語を母語とする日本語学習者の誤用について』白帝社

2)伊地智善継編 0002)『白水社 中     白水社

3)用 1晴秀 (1992)「 日橘 詞のトロコ (空間)性― 中国語との関連で一」(大河内編集 (1992)所腕

4)大河内康憲編集 (1992)『 日本語と中国語の対照研究論文集 (上)』 くろしお出版

5)張麟声 ●001)『 日本語教育のための誤用分析―中国語話者の母語干渉2磁摯刊 スリーエーネットワーク

飢

刷

准

坊
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6)楊慶慧編 (1993)    正誤辞典 (供外国人学漢語用)』 Jb澪は 学出版社

7)呉麗君等 (2002)『日本学生漢語習得偏誤研究』中国社会科学出版社

8)彰飛企画。編集 (2007)『中日対照言語学研究論文集 中国語からみた日本語の特徴 日本語からみた

中国語の側 和泉書院

〔追調

時事中国語作文と普通の中国語作文の関係について少し考えてみたし、時事中国語作文は政治、経済、文化、

社会事件の報道といったものが主な内容となるが、普通の中国語作文はもつと広く、旅行や人との出会いについ

て書くといったように内容が広範である。拙稿では語学的な面から時事中国語作文について 町封知、助厭」、職

訳」といつた概念を使って分類・分析し、その誤用については「日本語とそれに対応する中国語の関係が一対二

(または多)の関係にある場合」等のカテゴリーについて分析している (I)が、もう少し広く普通の中国語作

文について考えてみたしヽ

以下は 監修 張一帆     (1999)『中国翻に対激剥 日中通信社 に収録された、日本人対象に1998

年12月 、『週間中国語世界』が主催した「第 1回全国中国語作文コンクーノИ で最優秀賞に選ばれた用 ‖美幸氏の

「北京留学中に訪れた市場の活気あふれる様子、中国人との触れ合いをを生き生きと描いた」(同蔀 .12)「北京

衣貿市場兄同」の一部 (冒頭部分)である。Aだ用 |1美幸氏の原文、Bが 財鄭ヒ虻】(中国のベテラン文筆家が原文

に沿つた内容で執筆したもの。「さまざまな形で中国人の発想と言語運用の実際が示されている」0.11))もので

ある。Aと Bを比べてみると、下般 (自 由)中国語作文について様々なことがわかって興味深し、まず、以下の作

文を御覧いただきたし、

北京水貿市場兄同

A

伴随着汽率的友功机声,我騎着自行卒,逃入自行卒王国的卒流,打算一如往常去逸一逸所渭中国老百姓的 “大厨

房"―衣貿市場。在北京留学期同,我几乎毎天都去高我所在大学不透的丁家集市,因力我決力那ノL是了解中国的一

本 “活辞典",再茶出的教材也不如官。

遊入市場,那ノLノ濾有熙熙攘攘的賄物的人群,高峰期棚排得像煮佼子似的。搾子上堆満着猟如小山似的新鮮疏菜、

水果,述有活鳩和鯉色等。我芸述的所有的疏菜、水果都新鮮可口,有着庄稼本身自然的味道。在毎今搾子那ノし,願

客与告貨員避行付倫述倫,祥刊 R除央。一方是在用手指抜弄着秤花的告貨員,男一方是用決真的目光凝祝着秤星的

販客。逐有斉多要水果的願客把林釜■―掲下来査看貼林釜的地方有没有虫虹或腐燈。我彼喜次速神在日本看不到

的充満着一片生机的景象。                                =

B【櫛 改 】

在豪鳴的汽車友劫机声的伴送下,我騎着自行牟,融入了北京浩浩蕩蕩的専流之中,像往常下祥,去逸下逸中国老

百姓的 “郎 房"一―水貿市場。

下逃入市場,就可以看到提着菜盤子正在―今今雄位前測覧,挑逸的惑 。人最多的吋候,就像煮佼子似的今挨今。

搾位上新鮮的疏菜,水果堆成了小山;活色鮮岬活蹴乱跳;鳩鴨禽苔叫成=片
00。 ・・・。

我常在逮ノL要疏菜、水果,因逮官イ|]十分新鮮,好像因J炊地里、村上采摘下来=祥,述散友着泥土的清香。
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中国語時事作文について

不顔左右,只兄願客都在仔刻地跳着、逸着,有的人述概下貼在水果上的林釜,査看是否在林釜下面蔵有虹曳 ツヒ

好木西希 升始和小販村倫逐倫,便宜了凡角銭也是好的。体二
吉費一活,淡妥了之后再道秤,一令用手指抜弄秤花

決麒 ,了徊剛青目碑釧附■2稿 。量沈勁嗜随二1   ',防 的神色則「次的陶鬼 衣貿商 励 着

中国社会特有的坤 `唐趣。

在北京留学期同,我几乎毎天都要走=超高我所在大学不通的衣貿市場,我党得那ノL是了解中国社会的下本 `幡辞

典 '。

まず、気がつくのはAに くらべてBの 【模池文】の方がゴシック体にしたような成語・成句・慣用句を多用し

ていることである。さら1部の 【模疱文】の方が「対」になるような、対照的な表現が多しゝ たとえば “活負鮮

奸活蹴舌WL鳩鴨禽畜日叫成一片"、 “一介用手指抜弄秤花決決真真,一ヽ 間調丁着秤梓一生不荀。"と いつたアンダ

ーラインを引いた箇所である。直訳すれば、「生きた魚や新鮮なエビが活発にピチピチ飛びはね、ニワトリやアヒ

ルが一斉に泣き叫鳥」、「一人が指で肇 暇こはかりの分銅を動かすと、もう一人の目も天秤に釘付けとなり少し

もおろそ力ヽこせず、こちらも真剣そのものである。」となり、日本語としては大 rな感じのする文章となるが、

中国語では成語・成句・慣用句の使用がその文章を書く人の教養を表し、文章をメリハリのある、しまったもの

にしている。

他方、Aの文章はどうかというと非常に説明調の作文となっている。“再茶出的教材也不如官"(「 どん■熱 た

教材も「生きた辞典」のような農貿市場にはかなわない」)|』の 【模疱文】では削除されている。“～,去逸す逸

中国老百姓的 `畑房"一衣貿市場。"で充分だと【模池文】を書いた人は考えたのであろう。Bの 【模疱文】の

“一今用手指抜弄秤佗決決真真,一今眼晴町着秤梓下生不荀。"のもと鋭 の表現は “一方是在用手指抜弄着秤花

的告貨員,男一方是用決真的目光凝祝着秤星的販客。"で、説明的で平板な表現となっている。中国語で文章を書

くということは“一生不可'の ような成語・成句を使用して教養があることを見せつけることなのかもしれなし、

疇けま うに書く」ことで作文として成り立つ日本語とは根本的に異なるようである。

ま想 の作文に|』の 【模茫文】にある “豪鳴"、 “伴送"、 “融入"といった書き言葉が使用されていないから幼

稚な感じがする。これは日本の中国語作文教育がその段階の作文で醒 な書き言葉の語彙を明晰に教えていない

ことに帰因する。`畷鴫"、 “伴送"、 “融入"など、中国の文章や小説を読めば普通に出てくる言葉であるが、日本

人学習者には使用が難しし、今後の中国語教育は、必須語彙について話し言葉と書き言葉の相違を初級段階から

中、上級段階までシステマティックに教えていく必要があるであろう。

以上、述べたようなことは普通の中国語作文にいえることであるが、同様に時事中国語作文においても同様に

「必須語彙について」「初級段階から中、上級段階までシステマティックに教えていく必、要がある」であろう。ま

ず、時事中国語作文の必須語彙の選定から初級、中級、上例酬こ行う必、要があるであろう。将来、時事中国語作

文を授業として行うのならそれが最優先課題である。

[付記l本稿は中国語教育学会第7回全国大会 0009年 6月 6日 、7日 於愛知大学)で口答発表した内容をも

とに作成したものである。ン4)ヽ 。
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